
令和５年度 教員地域貢献活動支援事業（学⾧裁量事業） 

地域実践研究 成果報告書 

 
  

１ 研究課題名 

 災害前に行う地域復興まちづくり模擬訓練ワークショップの試行と効果分析  

－高低差のある横浜型木造密集住宅地を対象とした「地域の共助を育む」防災・住宅・福祉分野の横断的

実践研究－ 

 

２ 研究代表者 

氏名・所属・職位 石川永子 国際教養学部 准教授 

 

３ チーム構成 

氏名・所属・職位 三輪律江 国際教養学部 教授 

氏名・所属・職位 影山摩子弥 国際教養学部 教授 

氏名・所属・職位 中林一樹 明治大学研究推進員 東京都立大学名誉教授 

氏名・所属・職位 薬袋奈美子 日本女子大学 教授 

 

学生の協力者（代表） 

氏名・所属・学年 坂井里衣 石川研究室 ４年 

 

４ 連携相手先 

組織名 横浜市役所都市整備局防災まちづくり推進課 

組織名 横浜市建築局住宅部住宅政策課 

 

※連携相手先以外で、本事業に協力した・参画した機関等（該当がある場合記載） 

組織名 住みよいまち・本郷町３丁目地区協議会（会⾧ 飯尾 滿様） 

 

５ この研究活動の概要 

横浜に特徴的な、高低差のある木造密集市街地の自治会等役員・住民を対象に、モデル的に地域を

定めて、①延焼拡大防止（危険性の認識）～②災害直後（要援護者を含む避難/避難生活）～③仮住

まい～④住まいの再建・まちの復興（事前復興）と、時系列で模擬的に、被災体験をイメージトレー

ニングし、「地域で意見交換し助け合う力」を育む体験型研修プログラムを企画・実施し、効果の検

証を行う。 

 



６ この研究を実施する目的 

本研究の目的（３年間を通して）は、次の２つである。 

 １つ目は、横浜にある独特な高低差のある木造密集市街地を対象とし、防災だけなく、高低差からく

る移動・避難困難、空き家、高齢化による日常と災害時をつなぐ見守り等、災害後のタイムラインのな

かで、被災者と被災地域に起こりうる課題とその解決に向けての動きについて、行政内での共有と、現

時点で実施している各部局の取組みを反映させた連続ワークショッププログラムを検討・実施すること

によって、行政内の住宅・都市計画・危機管理・福祉等部局の分野横断的な連携を促進することであ

る。 

 ２つ目は、災害直後の避難・避難生活、仮住まい、復興まちづくりと、地域住民が「わがまち」を時

系列で考えていくことで、福祉・防災・住宅分野をつなぎながら、わかりやすく可視化された技術やツ

ールを用いて、事前に災害時の行動や復興についてイメージするトレーニングを段階的に疑似体験し、

地域としてのルールを議論する体験をすることで、災害後の円滑な地域運営だけでなく、日頃からの地

域の「共助」を育む気運を醸成することである。 

 上記に基づき、３年目である令和５年度は、令和３年度の横浜市役所内での検討をもとに令和４年度

に高低差のある木造密集市街地（中区本郷町３丁目）のまちづくり協議会で実施したプログラム（火災

避難～仮住まい編）の続き（復興まちづくり編）を行う。その上で、３年間のまとめとして、他の地域

での実施を地元組織自らが企画・実施できるようなツールや、わかりやすく簡潔なマニュアル・パンフ

レットの作成を行う。また、市役所やまちづくり協議会で連続ワークショップを実施した際に行ったア

ンケート結果をもとに、評価を行う。報告書や論文にまとめる。 

 

７ 実施した内容（スケジュールと具体的な活動、実績、成果）  

 ３年間の最終年度である 2023 年度は、主に以下の内容を実施した。 

１）中区本郷町のまちづくり協議会 事前復興連続ワークショップ「復興まちづくりを考えよう」 

２）アドバンストエクステンション講座の開催 

３）中区本郷町にて、能登半島地震の復興と事前復興まちづくりに関する講演会（東京都立大学名誉教授 

中林一樹先生） 

４）ぼうさいこくたい 2024（内閣府防災主催、会場は横浜国立大学）学生が作成したオリジナルゲーム

で出展 

５）地域課題実習（３年選択必修）と１）を連動させた、大火災からの復興まちづくりをテーマとしたア

クティブラーニング（糸魚川大火から学ぶ） 

６）３年間の成果をまとめた住民・住民組織向けマニュアル、パンフレット/ニュースの作成 

  

１）中区本郷町のまちづくり協議会 事前復興連続ワークショップ「復興まちづくりを考えよう」 

2021 年度に横浜市役所職員と行った市民向けプログラムの検討でとりまとめられた、地域組織向け 

の全３回のワークショップ形式のプログラムのうち、第１回（火災からの避難）と第２回（仮住まいの検 

討）は 2022 年度に実施した。2023 年度は、第３回（復興まちづくり計画の検討）を行った。 



まちづくり協議会の地区ごとに、被害を設定した上で、復興まちづくり計画行政案(訓練用に作成したも

の)を２案提示し、議論しながら地域の住民案を考えるグループワークを行い、会場で共有した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２）アドバンストエクステンション講座の開催 

 エクステンション講座「関東大震災から 100 年 横浜の復興の歴史・今・これから」（全３回）を実施

した。第１回 関東大震災や戦災を乗り越えて復興した横浜の都市の歴史（横浜開港資料館・横浜都市発

展記念館 副館⾧ 青木祐介様、本学 鈴木伸治教授）,第２回 横浜の地震と火災被害を都市解析の視点

でひもとく＆被災後の復興と市民の暮らし（本学 後藤寛准教授、石川永子准教授）、第３回 横浜の事前

火災被害と事前復興（中林一樹名誉教授（東京都立大学）、本学 石川永子准教授、ワークショップ）で行



い、特に、第２回の後藤准教授の発表内容および第３回の様子は、NHK おはよう日本等で放映された。 

 

３）中区本郷町にて、能登半島地震の復興と事前復興まちづくりに関する講演会 

事前復興まちづくりを実施している中区本郷町を会場として、東京都立大学名誉教授 中林一樹先生

を招いて、もういちど、能登半島地震の復興を見据えながら「事前復興とは何か」を考えた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４）ぼうさいこくたい 2024（内閣府防災主催、会場は横浜国立大学）学生が作成したオリジナルゲーム

で出展 

 災害後の被災世帯の出来事を、ルーレット付のすごろく形式のボードゲームとして、石川研究室３年

生がオリジナルに作成し、ぼうさいこくたいにて披露した。 

 

 

 

 

 

  
 

 

 

 

 

５）地域課題実習（３年選択必修） 

１）を連動させた、大火災からの復興まちづくりをテーマとしたアクティブラーニングプログラム。中

区本郷町まちづくり協議会のメンバーと共に、糸魚川大火の復興地を視察・調査し、中区本郷町の地域

人々への聞き取り調査をもとにニーズを整理し、地域のつながりづくりや災害後の活動拠点として空き

家の活用について学生が地域に提案した。 

 



６）３年間の成果をまとめた住民・住民組織向けマニュアル、パンフレット/ニュースの作成 

 ３年間の成果をもとに、地域に配布するニュースや、他地域のまちづくり協議会でも使用できる事前

復興ワークショップの実施マニュアル、わかりやすいリーフレット等を作成中である。 

 

８ この研究により得られた効果と自己評価 

 この研究により得られた成果は「①横浜市の事前復興まちづくりへの影響」「②対象地域（中区本郷町）

への影響」「③横浜型事前復興まちづくりプログラムの展開」「④研究成果の発表やメディアによる社会

への情報発信」「⑤学生のまちづくり実践教育への影響」の５つにわけられる。 

① は、2021 年度に、横浜市職員と石川研究室で行った、事前復興まちづくりプログラム検討ワーク

ショップ（地域団体と実施する前に、市役所職員と体験してみるもので、企画・運営は石川研究室

が実施、毎回約２０名の市職員、約 10 名の石川ゼミ学生と石川永子が参加）によって、市役所が

事前復興まちづくりの重要性を認識し、市が主催する市職員研修へとつながった。 

② は、避難訓練や災害後の行動マニュアルの作成など、もともと防災活動が盛んであった中区本郷町

で、災害後の仮住まいや復興まちづくりについて、４回の連続ワークショップと１回の講演会を行

ったことで、事前復興まちづくりについての関心が広がり、本事業後も、能登半島地震の復興とリ

アルタイムにすすみながら、今後の事前復興まちづくりを考えていこうという意識醸成につながっ

た。 

③ 谷戸地形で、行き止り等による避難困難、災害後に利用できる土地が少ない、土砂くずれなどの被

害による住宅再建や復興まちづくりの困難など、横浜の地形や地域性にあわせた事前復興まちづく

りの検討と住民からの意見の収集ができた。今後は、これらの成果をほかの地域の住民組織や行政

が参考にできるような、プログラムのリーフレットやマニュアルを作成して公表する予定である。

また、これらの成果を応用して、本学の公開講座（アドバンストエクステンション講座）を開催し

た。 

④ 事前復興まちづくりに関する取材が 2023 年８月に多数あり、NHK 等のテレビや大手新聞、地元

新聞などに取り上げられ、多くの方に、横浜の事前復興の取組みをしっていただく機会となった。 

 

９ 今後の課題と展開 

 今後は、以下を予定、展開していく。 

・３年間の研究・地域活動成果をもとに普及啓発の資料を作成する（作成中） 

・３年間の研究や、学会発表の内容をもとに、審査付き論文を執筆（作業中） 

・能登半島地震の復興と連動した、神奈川県内の事前復興まちづくりの地域活動（横浜市内、三浦市内） 

・台湾やトルコの復興や事前復興研究との連携による国際比較研究の実施 

 

 

10 本事業に関する研究発表、メディア掲載等（予定を含む） 

【審査付き論文】 



・石川 永子, 石田 雅美, 薬袋 奈美子, 中林 一樹「利便性の高い住宅地での水害による被災世帯の住ま

いと経済的負担に関する実態分析 －令和元年台風１９号水害 神奈川県川崎市の住宅の修繕を事例とし

て－」都市計画論文集 2022 57(3) 1439-1446 2022 年 10 月 

 

【国際学会発表（招聘）】 

・Eiko Ishikawa,”A Study of a Pre-disaster Recovery Training Program Tailored to Regional 

Vulnerabilities through Collaboration between Local Government and University in Yokohama, 

Japan” Symposium and Workshop on New Trends in Economics and Management Sciences, 

Bayburt University 2022 

 

【学会雑誌】 

・石川永子「災害後の仮住まいについて －仮設住宅を中心に、それらの制度や特徴、課題など－」季刊

グループホーム Vol.81 2024 夏（予定） 

 

【学会発表 梗概】 

・石川 永子, 薬袋 奈美子, 小口優子「谷戸地形の木造密集市街地における事前復興まちづくりの検討 

－横浜市の地域組織向け事前復興まちづくり訓練の取組みから－」日本建築学会 2024 大会梗概集 （予

定） 

・石川 永子, 中林 一樹, 薬袋 奈美子「谷戸地形の木造密集市街地の地震火災対策における逃げ地図活

用 －横浜市の地域組織向け事前復興まちづくり訓練の取組みから－」日本建築学会 2023 大会梗概集 

949-950 2023 年 7 月   

・中林一樹, 石川永子, 薬袋奈美子, 小口優子「官学連携による事前復興まちづくり訓練の試行と事前復

興システム構築の検討 －その 1 横浜市の多部課連携で取り組んだ事前復興まちづくり訓練プログラム

の検討と実施効果－」日本建築学会大会梗概 2022(7318) 2022 年 9 月   

・石川永子, 横浜市立大, 中林一樹, 薬袋奈美子, 小口優子「官学連携による事前復興まちづくり訓練の

試行と事前復興システム構築の検討 －その 2 谷戸地形の木造密集市街地を対象とした検討と参加者ア

ンケートによる効果分析－ 」日本建築学会大会梗概 2022(7319) 2022 年 9 月 

・石川永子, 中林一樹, 薬袋奈美子, 桜井悦子,他「谷戸地形の木造密集市街地を対象とした 事前復興ま

ちづくり訓練プログラムの検討 ー横浜での官学連携による 事前復興システム構築のための取組みー 」

地域安全学会梗概集 No.50 2022 年 5 月 

 

【メディア取材対応・テレビ/ラジオ出演】※2023 年度の主なもののみ 

・NHK FM ラジオ はまキラ!「防災まちづくり」2023/6/2 

・goo ニュース「本郷町３丁目 防災の取組､国から表彰 広場整備やマニュアル作成〈横浜市中区・横浜

市西区〉」2023/6/15 

・神奈川新聞「横浜の大火避難急げ 市大研究者が実態分析 風向き変化、橋の被害」2023/7/16 



・NHK「NHK 首都圏ネットワーク カラー化でよみがえる大震災」2023/8/31 

・朝日新聞「関東大震災と災害弱者 まちの姿要援護者目線で」2023/9/1 

・NHK「住みよいまち・中区本郷町 3 丁目地区協議会の皆さんとの災害後の住まいや暮らしの復興まち

づくり計画について」2023/9/27 


